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。
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迎
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ま

す
。
写
真
は
一
月
七
日
の
初
卯
祭
並
白
馬
神
事

︵
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ま
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新
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中
の
邪
気
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今
も
信
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れ
て
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ま
す
。
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の
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に
よ
る
新
年
の
御
挨
拶
と
な

り
ま
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。
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す
。﹂

　

コ
ロ
ナ
禍
に
、
私
た
ち
が
建
築
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

２ 

道
標

４ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
事
業
案
内

６ 

動
静
レ
ポ
ー
ト

７ 
Topics

８ 
G

allery　

建
築
作
品
紹
介

 
 

東
亜
石
油
新
本
社
ビ
ル

 
 

　

基
本
計
画　

Ａ
Ａ
建
築
設
計
工
房
︵
川
北  

英
︶

 
 

　

フ
ァ
サ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン　

Studio Com
passo

︵
菊
竹  
雪
︶

 
 

　

実
施
設
計　

日
立
建
設
設
計
︵
菊
池
俊
之
︶

 
 

　

施
工　

戸
田
建
設

 
 

姫
路
の
家

 
 

　

設
計　

大
西
憲
司
設
計
工
房　

施
工　

ア
ト
リ
エ
・
エ
イ
ト

11 

記
憶
の
建
築　

松
隈　

洋

 
 

京
都
中
央
電
話
局
新
上
分
局　

一
九
二
四
年

 
 

吉
田
鉄
郎
の
遺
し
た
も
の

14 

理
事
会
報
告
　
建
築
相
談
室
か
ら
　
編
集
後
記

  

こ
れ
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

社
会
貢
献
部
門
長︵
業
務
支
援
︶　

田
中
克
之

　

社
会
貢
献
部
門
の
業
務
支
援
を
行
う
各
委
員
会

で
は
、
一
般
の
方
々
・
建
築
士
な
ど
の
専
門
家
に

対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
・
相
談
・
調
査
・
鑑
定
等
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
電
話
相
談
を
除
い
て
相
談

者
や
依
頼
者
の
方
々
と
直
接
接
し
て
行
っ
て
い
く

も
の
が
大
半
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
ま
だ
ま
だ
治
ま
っ
て

な
い
中
で
人
と
接
す
る
中
で
対
応
し
て
い
く
事
が

困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
仕
事
を
リ
モ
ー
ト

で
行
う
、
会
議
も
We
b
会
議
で
行
う
な
ど
対
面
で

行
う
こ
と
が
避
け
ら
れ
て
お
り
、
社
会
貢
献
活
動
も

対
面
で
の
活
動
を
行
わ
ず
We
b
な
ど
を
用
い
て
の

活
動
へ
と
移
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
現
地
に
行
か
な
い

と
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、調
査
や
鑑
定
に
関
し
て
は
、

現
地
で
の
詳
細
な
作
業
が
必
要
で
す
。
人
と
会
う
・

現
地
に
向
か
う
と
い
っ
た
活
動
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
活
動
に
あ
た
っ
て
所
属
す
る
メ

ン
バ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
新
し
い
人
材
の
登
用
・

育
成
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、様
々
な
依
頼
に
応
じ
る
た
め
委
員
会
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。各
委
員
会
の
資
質
の
向
上
に
合
わ

せ
て
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、組
織
の

ス
リ
ム
化
も
必
要
な
検
討
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
を
よ
り
内
容
の
あ
る
社
会
貢
献
に

取
り
組
め
る
よ
う
な
組
織
作
り
が
重
要
な
事
項
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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INFORMATION

三栄建設 鉄構事業本部新事務所
見学会
2/26　CPD3単位（予定）

三栄建設鉄構事業本部の新事務所は世界初
の立体ボロノイ構造を採用したデザインで、BIM
システムと鉄構の最高技術を結集した建築物
です。今回は現地見学会とあわせて、設計・施
工プロセスについて意匠設計者、構造設計
者、施工者に解説していただきます。
日時　2月26日（金）　13：15〜16：30
会場　三栄建設鉄構事業本部新事務所
定員　40名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

令和2年度建築士試験合格者お祝い企画
“ささっ”と描けるスケッチパース
3/3　CPD2単位（予定）

令和2年度建築士試験に合格された皆様に向
けてのお祝い企画です。
お施主様との打ち合わせにおいて、“ささっ”と手
際よく、スケッチパースが描けたらいいな…と思
われたことはないでしょうか?

「絵心がないと描けないのでは‥?」と思われが
ちですが、一定の法則（透視図、遠近法、陰影
のつけ方など）に従って描くことで、絵心の有無
は問われません。描き方のコツを知ることによっ
て、説得力のあるパースが描けるようになります。
スケッチパースには3DCADには無い「味」が出
せます。打ち合わせを円滑に進めるツールとして
使いこなせるよう、是非基本を学んでください。
日時　3月3日（水）　18：30〜20：30
会場　本会会議室
講師　藤山 文（大手前短期大学インテリア
　　　　　　  パース講師）
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
　　　　令和2年度合格者 会員1,000円
　　　　　　　　　　　　会員外1,500円
定員　25名（申込先着順）

大阪地域貢献活動センター
2021年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。
募集締切　3月19日（金）
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度

大阪府石綿飛散防止対策セミナー
ウェブ開催

大阪府域では、石綿が使用された建築物の解
体が今後30万棟に上ると予想されており、一
層の石綿飛散防止対策が求められています。
特に、今年度は大気汚染防止法や石綿障害
予防規則が改正・公布され、大阪府においても
関連条例の改正作業等を進めており、より多く
の府民、事業者の皆様への情報周知が必要な
状況です。そこで、大阪府では、発注者及び施
工者の皆さまの石綿飛散防止対策に資するよ
うセミナーを大阪府ホームページでの資料等提
供によりウェブ開催します。
日程　2月9日（火）〜3月31日（水）
方法　大阪府ホームページ内での資料等提供
内容（予定）

⑴石綿障害予防規則等の一部改正について
　資料提供　大阪労働局労働基準部
　　　　　　健康課
⑵石綿の飛散防止に係る事例について
　資料提供　大阪市環境局環境管理部
　　　　　　環境管理課
⑶環境保全に関する法律・条例による石綿

規制について
　1 大気汚染防止法及び大阪府生活環境

の保全等に関する条例
　　資料提供　大阪府環境農林水産部
　　　　　　　事業所指導課
　2 廃棄物処理法
　　資料提供　大阪府環境農林水産部
　　　　　　　産業廃棄物指導課

問合　大阪府環境農林水産部環境管理室
　　　事業所指導課大気指導グループ
　　　Tel.06-6210-9581

令和2年度建設リサイクル法説明会
（第2回）【資料および動画配信】

大阪府では、「建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律（建設リサイクル法）」に基づ
き、建設工事に伴い排出されるコンクリート、木
材その他の廃棄物を有効に活用する循環型
社会の実現に向けた取組みを推進しています。
そのため、大阪府では、その取組みが一層促進
されるよう建設リサイクル法の説明会を例年2
回開催していますが、本年度につきましては新
型コロナウイルス感染症の状況等を踏まえリア
ルの説明会開催に変えて、第1回目は資料配
信、2回目に当たる今回は資料配信に加えて
YouTubeによる動画配信をします。
大阪府ホームぺージ建設リサイクル
－まぜればゴミ わければ資源
http://www.pref.osaka.lg.jp/kenshi_shin
sa/recycle_index/r2setumei2.html

令和3年4月より石綿（アスベスト）
の規制が段階的に強化されます。

（大阪市環境局）

令和2年6月に、建築物等の解体等工事にお
ける石綿（アスベスト）の排出抑制を図るため、

「大気汚染防止法の一部を改正する法律」が
公布されました。主な改正事項としましては、規
制対象がすべての石綿含有建材に拡大され、
また、作業基準遵守の徹底を目的とする直接
罰が新たに創設されるなど、アスベスト対策を一
層強化する内容となっています。
詳しくは、大阪市のHPをご覧ください。
HP  大阪市 大気汚染防止法の改正について  検索

問合　大阪市環境局環境管理部環境管理課
　　　環境保全対策グループ　
　　　Tel.06-6615-7923

知らない間に消防法違反に!?
〜大阪市消防局からのお知らせ〜

新たにテナントが入居したり、テナントが入れ替
わったり、あるいは建物自体を増改築した際に、
所有者の方が知らない間に消防法違反となっ
てしまっていることがあります。新しくテナントを
入居させたり、建物の増改築を行ったりする場
合は、事前に消防署にご相談いただき、防火対
象物使用開始（変更）届出書等の必要な届出
を行ってください。
問合　大阪市消防局予防部予防課査察担当
　　　（第1査察）
　　　Tel.06-4393-6354

堺市内で生まれた建築家・丹下健三
あれこれ（3）
2/20

丹下健三の生誕百年を記念して堺市堺区甲斐
町に建てた仮の記念柱、堺生まれについて分
かったことについて幻燈で見ながら報告します。
日時　2月20日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（北野田駅前）
申込　不要（参加自由）
講師　明治建築研究会代表　柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

堺歴史文化景観まち歩き
3/28　CPD3単位

世界文化遺産百舌鳥古墳群を専門家と一緒
に古地図と比較、歴史文化を学び、景観写真
を撮影し、「堺」のまちを体感します。
主催　堺ユネスコ協会（大阪地域貢献活動助
　　　成事業）
協力　建築士の会「堺・高石」
後援　堺市
日程・コース
　3月28（日）  世界文化遺産百舌鳥古墳群コース
申込　2021年1月4日〜3月12日
時間　13：00〜16：00
説明　元堺市博物館学芸員　井渓　明
定員　30名（定員に達し次第締切）
参加費　500円（青少年は無料、15名まで）
問合　NPO法人すまいるセンター（堺ユネスコ
　　　協会事務局）
　　　Tel.072-299-2323

特別展「豊臣の美術」
大阪市立美術館
4/3〜5/16

大坂の陣で敗れて滅亡の道をたどった豊臣氏
に直接関わる美術工芸関係の遺品は、勝者で
ある徳川氏のそれに数的には及ぶべくもありま
せん。しかしながら、関係寺社、皇族・貴族、恩顧
の大名らのもとを経て、少なからぬ優品が今日
まで伝えられています。秀吉の神格化にかかわ
る多数の肖像、秀吉夫妻の遺愛品である優美
な蒔絵調度（高台寺蒔絵）をはじめ、唐物茶道
具、刀剣など一族が収集した名物の数々、ある
いは御用絵師・狩野派による寺院障壁画や太
閤秀吉を追慕する風俗画まで、古文書、甲冑類
を除いても、その内容は実に多彩です。
本展では、これら豊臣ゆかりの品 か々ら国宝3件、
重要文化財22件を含む約80点を精華をよせ、
激動の時代を映す壮麗な造形をご紹介します。
展覧会名　特別展「豊臣の美術」
会期　4月3日（土）〜5月16日（日）
会場　大阪市立美術館
　　　大阪市天王寺区茶臼山町1-82
　　　（天王寺公園内）
時間　9：30〜17：00
　　　（最終入館時間 16：30） 
休館日　月曜日（祝休日の場合は開館し、
　　　　翌平日休館。ただし、5月6日は開館）
※災害などにより臨時で休館となる場合があり

ます。
観覧料　一般1,500円
※前売券の販売はありません。
問合　大阪市総合コールセンターなにわコール
　　　Tel.06-4301-7285

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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す。今回の講習会ではその最新事例と動向を
紹介いたします。
日時　2月18日（木）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館　6階ホール
定員　70名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

「はじめよう、文化財の活用」第3回
（場所：岩根家住宅）
2/20（12/12延期分）

第3回岩根家住宅の文活では、酒蔵で楽しむ
「弁士付無声映画ー浮草物語」と題しまして、
2019年まで、NHK京都放送局の番組の中
で、懐かしい映像を紹介解説されておりました濱
口十四郎氏と、国際交流基金よりモスクワに招
聘された経験をお持ちで日本各地で無声映画
活動弁士としてご活躍の遊花氏によります小
津安二郎監督の「浮草物語」を鑑賞します。
同日は、岩根家住宅の外観の見学や、建物や
貴重な収蔵物について所有者の生の声を聞く
ことができます。多くの登録文化財建物や広い
お庭、多くの収蔵物、操業当時の大酒樽を改装
した茶室など見どころは満載です。
会場　国登録有形文化財岩根家住宅
　　　富田林市五軒家2-7-1
日時　2月20日（土）　13：30〜16：30
定員　24名（事前申込制 先着順）
対象　中学生以上
参加費　1,500円
申込方法　必要事項①〜④を記入の上専用
　　　　　メールかFAXで申込ください。
　申込専用mail：heritage@aba-osakafu.or.jp
　①お名前　②ご住所　③メールアドレス
　④携帯番号

改正建築物省エネ法について
2/25　CPD2単位（予定）

本講習会では改正建築物省エネ法の施行前
改めて300㎡以上の非住宅建築物に拡大され
た省エネ基準への適合義務制度と300㎡未満
の住宅・建築物の省エネ基準への適合等の説
明を行う義務について主に説明いたします。適
合義務制度については違反した場合は建築確
認がおりません。また完了検査でも省エネ基準
への検査が行われ違反した場合はその対象建
築物は使用できません。本講習会では、4月から
の新しい制度に円滑に対応するためのコツをレ
クチャーしますので、奮ってご参加ください。
日時　2月25日（木）　13：30〜15：30
会場　Teamsを使用してのオンライン
参加費　無料
定員　100名

　日時　3/16（火）　9：30〜17：10
　会場　本会会議室
　定員　20名（定員に達し次第締切）
　受講料　郵送申込22,000円
　　　　　WEB申込21,450円
▼更新講習（DVD+対面講習）
　日時　2/25（木）、3/24（水）
　　　　13：30〜16：50
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　各50名（定員に達し次第締切）
　受講料　郵送申込17,600円
　　　　　WEB申込17,000円
▼更新講習（オンライン学習）
　受講期間　3/1（月）〜3/15（月）
　　　　　　申込締切2/15（月）
　定員　500名（定員に達し次第締切）
　受講料　17,000円（WEB申込のみ）

※受講に必要なパソコンの動作環境の詳細
は、日本建築士会連合会ホームぺージを
ご覧ください。

▼申込
日本建築士会連合会ホームページよりお申
込みください。

大阪府ヘリテージマネージャーステップアップ
（スキルアップ）講座
歴史的建造物と防災／歴史的建造
物の保存活用について－見立て、調
査、診断まで
2/15（1/21日程変更分）、2/6  各CPD2単位

「歴史的建造物と防災」と「歴史的建造物の
保存活用について－見立て、調査、診断まで」
をテーマに大阪府ヘリテージマネージャーステッ
プアップ（スキルアップ）講座を開催します。
第1回講座 「歴史的建造物と防災」
　日時　2月15日（月）　17：00〜19：00
　会場　大阪倶楽部3階会議室
　講師　大窪健之（立命館大学理工学部教授）
　定員　30名
　資料代　本会会員、ヘリマネ育成講座
　　　　　修了者・受講者、学生500円
　　　　　会員外1,000円
第2回講座 「歴史的建造物の保存活用につい

て－見立て、調査、診断まで」
　日時　2月6日（土）　14：00〜16：00
　会場　大阪市中央公会堂小集会室
　講師　足立裕司（神戸大学名誉教授）
　定員　40名
　資料代　本会会員、ヘリマネ育成講座
　　　　　修了者・受講者、学生500円
　　　　　会員外1,000円

生産性向上に向けた建設ICTの動向
2/18　CPD3単位（予定）

建設業界では少子高齢化による労働力不足
は深刻な状態となっており、労働生産性の向
上が大きな課題となっています。これを解決する
ために、業界全体でICTの活用による生産性
向上を目指した様々な取り組みが行われていま

建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
注）定員に達し次第、受付を終了します。

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
2/3　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　2月3日（水）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館 6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　40名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願
います。その際振込手数料もご負担願います。

令和2年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
2/19、3/10　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　2/19（金）、3/10（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習3/16　CPD5単位
更新講習2/25、3/24、オンライン学習
CPD各2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修了
した建築士のみに認められる業務です。ぜひ本
講習で新たな業務の資格を取得してください。
なお、2017年度に本講習を修了された方は本
年度が有効期限となりますので、更新講習をご
受講ください。オンライン学習も開催します。
▼新規講習（対面講習）

本会主催の講習会等では座席の離間距離確
保等の新型コロナ感染防止対策を行います。
受講者におかれましてもマスク着用、手指のア
ルコール消毒等のご協力をお願いします。

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等

（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構造
種別は問いません。また、他府県の建築物も
対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和2年度建築士定期講習
3/31　CPD6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
29年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
▼対面講習
日程・会場・定員
　3/31（水） 大阪YMCA会館 120名
時間　  9：15〜17：00
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成29年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法・受付場所
大阪府建築士事務所協会事務局へ持参又は
簡易書留による郵送。

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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1/ 7 インドネシア領事館打合せ
1/ 15 運営部門会議
1/ 20 日本建築士会連合会理事会

  理事会・正副会長会議
1/ 23 近畿建築士会協議会青年部会
1/ 26 役員候補者選考委員会
1/ 28 東大阪消防局違反指導打合せ

本会の現時点での年度末決算見込みを試
算し、1 月度理事会で報告しました。
今年度は新型コロナの影響で、研修会や

見学会等の事業の実施が制限され、建築
士試験業務では、受験申込みが郵送やイ
ンターネットとなり、本会による対面受
付が出来なかったこと等により、予定の
収入が得られない見通しです。
一方で、感染防止対策を行って実施した、
建築士定期講習、既存住宅状況調査技術
者更新講習などの受託事業は予測以上の
受講があり、その他、昨年末に合格発表
があり、現在多くの申請がある建築士試
験合格者の建築士登録業務、国や自治体
から受託した補助事業等の収入を見込む
と、年度末決算の収入と支出は概ね均衡
する見通しです。今後、年度末にかけて
収支の精査を行い、5 月の定時総会で、
会員の皆様にご報告します。

1 月 15 日に、大阪府が事務局を務める「大
阪の住まい活性化フォーラム」の「住ま
いのケア・専門家チーム」による災害時
の連絡訓練を、岸和田市を震源とする震
度 6 弱の地震が発生し、多くの家屋に一
部損壊の被害が発生しているとの想定で
行いました。
専門家チームは、大地震発生直後に市町
村からの要請により、建築士をはじめ宅
建士や弁護士等の住宅の専門家を派遣
し、被災者の住宅相談に対応するもので、
本会はじめ 17の専門家団体が参加して
います。

動静レポート

令和 3 年 1 月 14 日～ 2 月 7 日まで緊急事態宣言が出されことにより、この期間について本会では下記の対応を行います。

活動名称 対策

1 理事会
理事会は議決権のある理事及び監事による開催とし、Web 併用による会議とする。
但し、正副会長・専務理事・常任理事は原則として実出席とする。
また、理事会終了後に行っている賛助会員のプレゼンは中止する。

2 委員会、勉強会等 Web 会議又は、Web 併用による会議とする。

3 会議時間 府の外出自粛要請により、20 時までとする。

4 法定講習等
（定期講習、監理技術講習等） 国交省等の判断に従い、コロナ感染防止対策を行い実施する。

5 本会主催の講習会、研修会、見学会等
一般募集事業

受講人数は会場定員の 50％以下とし、検温、マスク着用、手指の消毒などのコロ
ナ感染防止対策を行い実施する。
なお、講師や見学受入れ先等の諸事情によって、延期または中止を検討する。

6 建築相談

電話相談

期間中は中止する。面接相談

現地相談

7 インスペクション業務 期間中の現場調査は中止する。

8 木造耐震診断業務 期間中の現場調査は中止する。

9 大阪市高齢者住宅受託事業 大阪市の判断に従い、業務を継続する。

10 建築物耐震評価委員会 期間中は中止する。

11 地方公共団体・公益法人等への公職派遣 依頼先の判断に従い、対応する。

12 事務局
今年度建築士試験合格者の登録業務が最盛期を迎えており、多くの問い合わせや
申請があるため、事務局は通常通り業務を行なう。
時間外業務が生じた場合は、府の外出自粛要請により 20 時までとする。

会長動静
大地震時における市町村への相談員派
遣連絡訓練を実施

運営部門 

新型コロナ緊急事態宣言における本会活動の対応

運営部門

本会の年度末決算見込み

運営部門
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じたコミュニケーションの機会となれば
と考えます。アンケートにより今後の
テーマとしては、「外壁タイル貼工事に
ついて」「防犯・セキュリティーについ
て」等のご意見をいただいておりますの
で今後も継続していければと考えており
ます。

Topics

「都市災害である COVID-19の教訓を縮
災に活かす」という標題を河田先生から
いただいたのは夏の盛りを過ぎたころ
だったかと思います。3 月に講演を依頼
したときには、地震関連のみならず自然
災害全般と都市防災に力点を置いたもの
をとお願いしていました。たしかにこの
年の新型コロナウイルス感染状況は例を
見ないものでしたが、これが標題に加わ
ろうとは思いもよりませんでした。第２
波が落ち着きを見せているときでした
が、原稿を見せていただきなるほどと納
得できました。
講演の内容は、都市で起こる災害、その
特徴、被害構造、縮災対策などですが、「首
都直下地震とコロナウイルス感染症拡大
は同じ被害構造」であり、「被害軽減と
抑止は文化的防災（日常防災）と文明的
防災で実現」と説明されています。
疫病環境と自然災害環境は相似してい
て、感染症の流行はウイルスが引き起こ

公共・民間共に既存建物ストックの利用
推進が提唱される中、近年は大型台風や
地震等の自然災害が相次いでいます。雨
水を屋内に漏らさないという、建築物と
して重要かつ基本的な性能「防水」につ
いて、田島ルーフィング株式会社様をお
招きし、特に改修工事にスポットを当て
てセミナーを開催いたしました。
ただ新型コロナ禍の中、本セミナーを開
催するにあたっては、一度は延期をした
経緯もあり、様々な葛藤がありました。
建築士の会いずみ野幹事会を通して議論
し、最小限でもいいので何かテーマを決
めて忌憚なない意見を出し合う機会を
作ろうということで開催に至りました。
ソーシャルディスタンス確保の為の会場
選定、定員の約 2 倍の席数を確保し、幹
事一丸となって最大限の注意喚起と対策

す自然由来の災害だが、「パンデミック」
は「都市災害」であるとされています。
災害は人口と人口密度の増加に伴い田園
災害から始まってスーパー都市災害へと
進化しており、そこには「相転移」が関
わっていると分析しています。相転移を
災害にあてはめると、豪雨や地震により
道路などのインフラ機能が低下すること
で全く別の性質の被害を生むということ
になります。これは各種ネットワークが
複雑化した結果であり、感染症が地域感
染（エピデミック）から世界感染（パン
デミック）へと変化するのは人的ネット
ワーク構造の複雑化のためで、対策とす
れば各種ネットワークのノード（感染症
ではクラスター形成、都市災害では社会
インフラ被害）とエッジ（対人感染と二、
三次災害への拡大）を切り離すこととい
うことになります。
縮災の特徴は、災害前の予防力（事前防
災、日常防災）の向上により被害の大き

を行いました。
防水改修は、適切な防水仕様、材料選定
が非常に重要で設計者の責任が重大であ
り、選定を間違うと重大な事故を引き起
こす要因となるということや、各種防水
においての注意点等をプロジェクターに
て実際の事例を通じ解説をいただくとい
う興味深い内容でした。この状況下での
時間厳守の開催となりましたが、幅広い
年齢層の参加者の経験談もあり話は尽き
ませんでした。
終了後のアンケートでは「防水の難しさ
について理解できた」「参考になった」
等のご意見をいただき、大変有意義な時
間となりました。また今回遠方からのご
参加もいただき、今後もワンコインにこ
だわりながらテーマを絞った研修で気軽
に建築士同志の情報交換や知識習得を通

さを抑制するとともに、災害後の回復力
（早い復旧・復興）の向上を目指すこと
にあります。縮災はハード・公助・量中
心の「災害文明」とソフト・自助共助・
質中心の「災害文化」からなります。現
在は文明が先行し文化が追随という状態
であり、これは逆転されなければならな
いとされています。
その場ではなかなかついて行けませんで
したが、少し時間を置いて考えてみると

「災害文明」には行政が、「災害文化」に
は我々住民自身が日常的に取り組むべき
であることを理解できました。

建築技術講習会『都市災害である COVID-19 の教訓を縮災に活かす』
日程：令和 2 年 11 月 13 日（金）　　会場：建築健保会館　　参加者：29 名

吉野俊一（研修委員会　構造・施工担当委員）

テーマ別　ワンコインセミナー「防水改修」
日時：令和 2 年 11 月 25 日（水）　19：00 〜 20：30　　会場：南海浪切ホール研修室 1　　参加者：12 名　　

藤江雅文　（地域委員会理事・建築士の会いずみ野代表幹事）
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Gallery 建築作品紹介 東亜石油新本社ビル 基本計画：AA 建築設計工房（川北  英）
実施設計：日立建設設計（菊池俊之）
施　　工：戸田建設

関東最大級の石油精製会社の本社ビル。国の重要基幹産業として操業継
続（BCP）を最重要課題とし、プラントの火災や爆発、テロへの警戒、
あるいは省エネルギーへの対応などを考慮して建物の東西面に“プロテ
クトスキン”として二重の壁面を設置。この二重壁面に挟まれた空間を
空調などの機能スペースとして利用した。2 層にわたるオフィス空間の
中間階（スキップフロア）に光庭を挟んで危機管理ゾーンを配置し、緊
急時に素早く対応できるように計画。室内は鉄骨やブレースをストレート
に表現し、オフィス空間も直天としている。外装は有効折版・ファイバー
グレーチング・亜鉛メッキ鋼板などメンテフリーに近い素材を採用した。

建 築 主：東亜石油㈱
ファサードデザイン：Studio Compasso
　　　　　（菊竹  雪）
所 在 地：神奈川県川崎市
用　　途：事務所
竣　　工：2020.08
構造規模：S造 地上6階
敷地面積：292,588.83㎡
建築面積：1,321.02㎡
延床面積：5,564.50㎡
写　　真：古川泰造
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Gallery 建築作品紹介 姫路の家 設計：大西憲司設計工房
施工：アトリエ・エイト

姫路城の北西部に建つ住宅である。敷地は道路から 70㎝高低差があり、
これからの生活を考えて、左側に曲面したゆるやかなスロープを設け、
横に植えられた木々を眺めながら玄関へアプローチする。玄関の正面に
坪庭を配し、左側に吹抜けのある大空間の L・D・K 棟を、右側にご主
人の趣味で収集された絵画を飾る応接室を、中庭を介して離れ的に配置
した。セミコートハウスのプライバシーが確保されたおおらかな空間の
中で、ご夫婦の趣味である絵画や、生花を楽しみ、散りばめられた 7 つ
の庭から、緑と、光や風・空を取込み、自然と季節の移ろいを感じなが
らスローライフを愉しむ、熟年夫婦の終の棲家を計画した。

所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2020.10
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上 2 階建
敷地面積：484.02㎡
建築面積：245.35㎡
延床面積：264.89㎡
写　　真：福澤昭嘉
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刊行物案内と保険制度
>「保険制度」のご案内
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
九
年
十
二
月
中
旬
、
思
い
も
か
け
ず
、

富
山
県
の
﹁
高
志
︵
こ
し
︶
の
国
文
学
館
﹂︵
館
長
・

中
西
進
︶
か
ら
突
然
の
依
頼
を
受
け
て
、
同
館
主

催
の
文
学
講
座
﹁
巨
人
の
物
語
を
ひ
も
と
く
﹂
全

四
回
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
、﹁
建
築
家
・
吉

田
鉄
郎
の
求
め
た
も
の
﹂
と
題
す
る
市
民
向
け
の

講
演
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
久
方
ぶ
り
に
富

山
へ
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。
実
は
、
昨
今
の
気
候

変
動
の
影
響
な
の
だ
ろ
う
か
、
台
風
十
九
号
に
よ

る
大
洪
水
で
北
陸
新
幹
線
が
水
没
し
、
十
月
の
開

催
予
定
の
延
期
と
い
う
事
態
に
も
遭
遇
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
富
山
再
訪
の
際
、
何
よ
り
も
あ
り
が

た
か
っ
た
の
は
、
富
山
県
総
合
政
策
局
参
事
の
松

島
吉
信
さ
ん
の
案
内
で
、
吉
田
の
郷
里
の
福
野
町

を
初
め
て
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

一
八
九
四
年
に
富
山
県
西
部
の
東
砺
波
群
福
野

町
︵
現
・
南
砺
市
福
野
町
︶
に
生
ま
れ
た
吉
田
鉄

郎
︵
旧
姓
・
五
島
︶
は
、
県
立
高
岡
中
学
校
を
経

て
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
に
学
ん
で
い
る
。
因
み

に
、
四
高
の
一
年
後
輩
に
は
、
後
に
逓
信
省
営
繕

課
で
同
僚
と
な
る
山
田
守
︵
一
八
九
四
～
一
九
六

六
年
︶
が
在
籍
し
て
い
た
。
一
九
一
九
年
、
東
京

帝
国
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
し
た
吉
田
は
、
国
の

近
代
化
の
基
盤
と
な
る
郵
便
や
電
信
電
話
事
業
を

つ
か
さ
ど
る
逓
信
省
の
営
繕
課
に
就
職
し
、
建
築

技
師
と
し
て
働
き
始
め
る
。
そ
し
て
、
検
見
川
無

線
送
信
所
︵
一
九
二
六
年
︶
や
別
府
市
公
会
堂

︵
一
九
二
八
年
︶、
東
京
中
央
郵
便
局
︵
一
九
三
一

年
︶
や
大
阪
中
央
郵
便
局
︵
一
九
三
九
年
︶
な
ど
、

数
多
く
の
モ
ダ
ン
な
公
共
建
築
を
手
が
け
て
い
く
。

ま
た
、
一
九
三
三
年
に
来
日
し
た
ブ
ル
ー
ノ
・
タ

ウ
ト
と
も
親
交
を
結
び
、
彼
が
日
本
に
唯
一
遺
し

た
日
向
氏
熱
海
別
邸
︵
一
九
三
六
年
︶
の
設
計
に

協
力
す
る
な
ど
、
日
本
の
近
代
建
築
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
建
築
家
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
東
京
中
央
郵
便
局

は
、
二
〇
〇
三
年
の
郵
政
民
営
化
に
伴
う
土
地
の

有
効
活
用
を
目
的
と
す
る
再
開
発
計
画
に
よ
っ
て
、

二
〇
〇
九
年
に
外
壁
の
一
部
だ
け
を
残
し
て
取
り

壊
さ
れ
、二
〇
一
二
年
に
、超
高
層
の
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
大
阪
中
央
郵
便
局

も
、
二
〇
一
二
年
、
再
開
発
計
画
に
よ
っ
て
、
正

面
玄
関
廻
り
の
一
部
三
層
三
ス
パ
ン
だ
け
を
残
し

て
跡
形
も
な
く
解
体
さ
れ
、
巨
大
な
超
高
層
ビ
ル

の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
建
物
も
、
日
本
を
代
表
す
る
近
代
建

築
と
し
て
、
相
継
い
でD

O
CO

M
O

M
O

選
定
建

築
物
に
選
ば
れ
て
い
た
。
筆
者
自
身
、
そ
の
選
定

委
員
の
一
人
で
も
あ
り
、
東
京
の
前
川
事
務
所
時

代
に
は
、
通
勤
途
中
で
東
京
中
央
郵
便
局
を
毎
日

見
慣
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
吉
田
の
建
築
に

親
し
み
と
関
心
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
後

者
の
大
阪
中
央
郵
便
局
に
つ
い
て
は
、
図
ら
ず
も
、

二
〇
〇
八
年
九
月
に
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
と
し
て
出

席
し
た
Ｊ
Ｉ
Ａ
近
畿
支
部
主
催
の
緊
急
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
き
っ
か
け
に
、
保
存
運
動
に
も
深
く
か
か

わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
と
い
う
の
も
、
当
日

に
会
場
で
上
映
さ
れ
た
富
山
テ
レ
ビ
制
作
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
﹁
平
凡
な
る
も
の
︱
建
築

家
吉
田
鉄
郎
物
語
︱
﹂
に
映
し
出
さ
れ
た
福
野
町

の
木
造
集
落
と
田
園
風
景
に
魅
せ
ら
れ
た
か
ら
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
日
を
基
点
に
、
吉
田
の
建
築
思
想

に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
調
べ
始
め
、
二
〇
〇
九
年

七
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
し
、そ
の
内
容
を
、

﹁
吉
田
鉄
郎
の
求
め
た
も
の
︱
北
欧
と
日
本
建
築
、

そ
し
て
戦
時
下
の
思
考
﹂︵﹃
ヒ
ス
ト
リ
ア
﹄
第
二

二
〇
号
，
二
〇
一
〇
年
六
月
／
拙
著
﹃
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ
か
ら
遠
く
離
れ
て
﹄
に
再
録
︶
に
ま
と

め
る
機
会
も
与
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
取
り
壊
し
が
始
ま
る
直
前
の
土
壇
場

を
迎
え
た
二
〇
一
二
年
六
月
に
は
、
大
阪
府
弁
護

士
会
の
弁
護
士
有
志
の
全
面
的
な
協
力
、
当
時
の

D
O

CO
M

O
M

O
Japan

代
表
の
鈴
木
博
之
青
山

学
院
大
学
教
授
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
あ
っ
て
、

倉
方
俊
輔
、
前
田
茂
樹
、
高
岡
伸
一
各
氏
と
共
に
、

大
阪
中
央
郵
便
局
の
重
要
文
化
財
指
定
を
求
め
る

行
政
訴
訟
の
原
告
団
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

結
果
的
に
は
、﹁
原
告
と
し
て
の
資
格
が
な
い
﹂

と
し
て
、
訴
え
は
あ
っ
け
な
く
棄
却
さ
れ
た
が
、

こ
う
し
た
個
人
的
な
経
験
も
あ
っ
て
、
吉
田
へ
の

思
は
人
一
倍
強
く
、
数
年
来
、
彼
の
故
郷
福
野
町

へ
の
憧
れ
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

福
野
町
で
案
内
さ
れ
た
の
は
、
吉
田
が
大
学
在

学
中
に
設
計
を
手
が
け
た
と
い
う
西
方
寺
境
内
に

建
つ
瓦
屋
根
の
和
洋
折
衷
の
不
思
議
な
形
の
授
眼

蔵
図
書
館
︵
一
九
一
九
年
︶
や
基
壇
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
吉
田
家
の
墓
、
吉
田
が
設
計
し
、
長
兄
の
五

島
寛
平
が
局
長
を
務
め
た
福
野
郵
便
局
の
離
れ
で
、

曳
家
さ
れ
て
現
存
す
る
梶
井
家
の
離
れ
︵
一
九
二

三
年
︶、洋
風
木
造
住
宅
の
山
田
邸︵
一
九
二
九
年
︶

の
初
期
の
建
築
で
あ
る
。
富
山
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
た
梶
井
家
の
離
れ
は
内
部
も
拝
見
し
て
、
改
め

て
吉
田
の
出
発
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
元
紙
に
よ
れ
ば
、
山
田
邸
は
、
遺
族
の
協
力
も

あ
り
、
一
般
公
開
へ
向
け
て
動
き
始
め
て
い
る
と

い
う
。
地
元
の
地
域
資
源
と
し
て
、
そ
の
動
き
が

進
む
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
吉
田
が
逓
信
省

に
入
省
し
て
五
年
後
の
一
九
二
四
年
に
、
竣
工
さ

せ
た
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
。
三
〇
歳
の
若
さ
と

は
思
え
な
い
完
成
度
と
品
格
を
持
ち
、
ど
こ
か
そ

の
後
の
吉
田
の
作
風
に
通
じ
る
穏
や
か
な
温
か
さ

の
よ
う
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。残
念
な
が
ら
、

こ
の
建
物
に
言
及
し
た
吉
田
の
文
章
は
な
い
が
、

山
田
守
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
吉
田
は
、﹁
あ
ら
ゆ
る

海
外
の
本
か
ら
日
本
の
古
い
も
の
も
、
全
部
読
ん

で
、
そ
の
な
か
で
い
い
も
の
を
研
究
し
、
だ
ん
だ

ん
す
す
め
て
い
っ
て
、
最
後
に
自
分
の
個
性
を
発

揮
す
る
と
い
う
、
す
な
わ
ち
創
造
的
な
作
品
へ
と

す
す
め
て
い
っ
た
ひ
と
﹂︵
座
談
会
﹁
郵
政
建
築
の

生
み
の
親
・
吉
田
鉄
郎
先
生
﹂﹃
建
築
士
﹄
一
九
六

〇
年
八
月
号
︶
だ
と
言
う
。
東
西
二
つ
の
中
央
郵

便
局
は
姿
を
消
し
た
が
、﹁
清
純
な
も
の
、
自
抑
的

な
も
の
﹂を
求
め
続
け
た
吉
田
の
独
自
の
歩
み
は
、

今
こ
そ
再
評
価
に
値
す
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

鴨川に面する東側の外観

京都中央電話局新上分局　1924 年
吉田鉄郎の遺したもの

記憶の建築
松隈　洋
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▼内容構成

第1章 総則関係／第2章 単体規定／第3章 集団規定

第4章 雑則規定／付則 シックハウス／ 天空率／

大阪府建築基準法施行条例解説／

劇場等に関する技術基準解説／

建築基準法の「その他これらに類するもの」の扱い ほか

建
築
基
準
法
及
び

同
大
阪
府
条
例

質
疑
応
答
集

▼体裁 A4版 207頁

▼定価（税込） 発行団体会員： 4,000円
一 般： 4,500円

改
訂
第
7
版

大阪府内建築行政連絡協議会監修

法令の各条項についてQ＆A形式で
解説した建築申請の実務書です。

9年ぶり
の改訂

発行／（公社）大阪府建築士会

（一社）大阪府建築士事務所協会
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発行／（公社）大阪府建築士会

（一社）大阪府建築士事務所協会
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二（編集人代表）
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人　　　梅田武宏　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　茂籠一之
　　　　　　　　　　大松俊祐　　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

五
十
八

　

住
宅
博
で
の
相
談
１

文　

橋
本
頼
幸

　

本
会
の
相
談
委
員
会
で
は
、阪
急
阪
神
東
宝
グ
ル
ー

プ
の
ア
ド
バン
ス
開
発
株
式
会
社
が
運
営
す
る
住
宅
展

示
場﹁
住
宅
博
﹂に
お
い
て
、相
談
員
を
派
遣
し
て
相

談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。住
宅
博
は
、な
ん
ば・堺
泉

北・桃
山
六
地
蔵・び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル・彦
根

ベ
ル
ロ
ー
ド
の
五
つ
が
あ
り
、こ
れ
ま
で
な
ん
ば
と
堺
泉

北
で
は
毎
週
土
日
、桃
山
六
地
蔵・
び
わ
湖
大
津
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル・彦
根
ベ
ル
ロ
ー
ド
で
は
月
一
回
程
度
実
施
し

て
い
ま
す
。昨
年︵
二
〇
一
九
年
︶度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
二
月
二
三
日
以
降
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が︵
そ
の

後
再
開
︶、な
ん
ば
と
堺
泉
北
で
は
台
風
で
中
止
に
な
っ

た
一
回
を
除
い
て
各
八
九
回
、そ
の
他
三
会
場
で
合
計

三
〇
回
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
度
、一
九
八
九
年
の
開
設

か
ら
約
二
〇
年
運
営
さ
れ
て
き
た
堺
泉
北
住
宅
博
が

一
月
一
七
日
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
の
で
、以
後
の
相
談

員
派
遣
は
堺
泉
北
を
除
い
た
四
会
場
に
な
り
ま
す
。

　

住
宅
博
に
は
こ
れ
か
ら
住
宅
を
建
て
た
い
と
い
う
人

が
訪
問
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、相
談
会
で
は
そ

れ
ら
の
人
だ
け
で
は
な
く
、一
緒
に
来
た
ご
両
親
の
相

談
な
ど
も
あ
り
ま
す
。新
築
以
外
に
困
っ
て
い
る
こ
と

の
相
談
も
思
い
の
外
あ
り
ま
す
。ま
た
、大
阪・京
都・

滋
賀
五
会
場
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
に
来
訪
さ
れ
る
方
や
相
談
内
容
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。堺
泉
北
住
宅
博
は
、比
較
的
本
気
で
住
宅
取

得
を
考
え
て
い
る
人
、す
で
に
契
約
を
済
ま
せ
て
再
確

認
を
す
る
た
め
に
来
訪
さ
れ
る
人
が
多
い
印
象
で
す
。

　

今
月
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
、堺
泉
北
住
宅
博
で
の

昨
年︵
二
〇
一
九
年
︶度
の
相
談
か
ら
い
く
つ
か
特
徴

的
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

相
談
①
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
苦
手
な
案
件

　
﹁
土
地
か
ら
探
し
て
い
る
。候
補
地
が
あ
る
が
Ｌ

型
で
前
面
道
路
や
周
辺
道
路
が
狭
い
の
で
悩
ん
で
い

　
　
編
集
後
記

大
松
俊
祐

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
緊
張
感
が

高
ま
る
中
、
幕
を
開
け
た
本
年
。
そ
の
強
力
な
外

圧
に
よ
り
﹁
働
き
方
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
﹂
の
模

索
が
続
い
て
い
る
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

は
様
々
な
調
査
に
よ
り
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
と
原
因
が
分
析
さ
れ
て
き
て
い
る
。
興
味
深
い

の
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
﹁
相
手
の
心
情
が
あ
ま
り

読
み
取
れ
な
い
﹂﹁
ち
ょ
っ
と
し
た
雑
談
が
し
に
く

い
﹂
こ
と
の
原
因
の
一
つ
が
、
画
面
越
し
で
は
小

さ
な
感
情
の
変
化
を
表
す
﹁
微
表
情
﹂
を
読
み
取

る
こ
と
が
困
難
だ
か
ら
だ
と
い
う
分
析
で
あ
る
。

昔
か
ら
目
は
口
程
に
物
を
言
う
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
表
情
一
つ
で
我
々
は
無
意
識
に
大
量
の
情
報

を
や
り
取
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
は
移
動

手
段
の
発
達
や
、
ケ
ー
タ
イ
や
メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ

会
議
と
い
う
ツ
ー
ル
の
登
場
に
よ
り
、
相
対
的
に

会
う
こ
と
の
価
値
が
下
が
っ
て
き
た
。け
れ
ど
も
、

コ
ロ
ナ
禍
で
逆
に
直
接
対
面
で
話
す
こ
と
の
意
味

や
価
値
が
認
識
さ
れ
、
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。

か
く
言
う
私
も
昨
年
参
画
し
て
か
ら
一
度
も
編
集

メ
ン
バ
ー
と
対
面
で
会
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
が
去
り
、
リ
ア
ル
な
場
で
﹁
ち
ょ
っ
と
し

た
雑
談
﹂
が
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

る
。﹂と
い
う
相
談
。担
当
者
は
、﹁
Ｌ
型
に
は
Ｌ
型
の

面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。標
準
的
な
プ
ラ
ン
に
な
ら
な
い

で
す
が
、個
性
的
な
計
画
は
で
き
ま
す
。自
分
た
ち
の

目
指
す
住
ま
い
方
を
し
っ
か
り
組
み
立
て
て
い
け
ば
良

い
建
物
は
可
能
で
す
﹂と
答
え
て
い
ま
す
。

相
談
②
間
取
り
図
を
見
な
が
ら
相
談

　

展
示
場
の
相
談
で
は﹁
間
取
り
の
相
談
﹂も
多
い

で
す
。図
面
を
持
参
し
た
人
に
は
、﹁
間
取
り
図
の
悪

い
と
こ
ろ
、階
段
が
急
で
ゆ
と
り
が
な
い
、Ｄ
Ｋ
が
狭

い
、ト
イ
レ
が
玄
関
か
ら
丸
見
え
に
な
る
、キ
ッ
チ
ン
周

り
に
余
裕
が
な
い
、な
ど
を
指
摘
し
て
、間
取
り
相
談

を
し
た
﹂と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

別
の
日
の
相
談
で
は
、間
取
り
図
は
持
っ
て
こ
ず
に
、

相
談
者
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
な
が
ら
記
憶
で
図
面
を
再

現
し
な
が
ら
話
を
す
す
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、別
の
日
の
相
談
に﹁
友
達
の
建
築
士
に
プ
ラ

ン
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。見
て
ほ
し
い
。﹂と
い
う
の
も

あ
り
ま
し
た
。

相
談
③
買
っ
て
い
い
の
？

　
﹁
一
階
ガ
レ
ー
ジ・三
階
建
て︵
お
そ
ら
く
鉄
骨
︶の

建
物
を
購
入
し
て
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。そ
の
建
物
が
古
く
、未
登
記
で
あ
る
。エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
作
る
こ
と
は
で
き
る
か
？
も
し
く
は
解
体
し
て

建
て
替
え
た
ほ
う
が
い
い
の
か
？
﹂と
い
う
相
談
に
対

し
て
、担
当
者
は
建
築
士
会
に
相
談
す
る
こ
と
を
進

め
て
い
ま
す
。同
時
に
、﹁
一
般
的
な
話
と
し
て
未
登

記
の
建
物
は
諸
々
違
法
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、手
を
出
さ
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
？
﹂と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

別
の
日
に
は
、﹁
隣
地
が
売
り
に
出
た
の
で
購
入
し

て
平
屋
を
建
て
た
い
が
擁
壁
の
上
で
問
題
な
い
か
？
﹂

と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
、住
宅
展
示
場
で
比
較
的
多
い
相
談
で
標

準
的
な
相
談
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。来
月
は
少
し
変

わ
っ
た
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

一
月
二
十
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
四
三
名 

監
事
一
名

︵
１
︶
一
二
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
一一
、七
九

〇
、七
八
九
円
、支
一
五
、五
三
三
、三
七
七
円
、差
引
△

三
、七
四
二
、五
九
一
円
で
、本
年
度
累
計
の
収
支
差
引

九
、六
八
七
、三
四
四
円
を
報
告
し
て
承
認
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
事
業
の
実
施
や
受

講
者
数
が
制
限
さ
れ
た
影
響
を
受
け
て
減
収
に
な

る
一
方
、
定
期
講
習
、
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術

者
更
新
講
習
な
ど
の
受
託
事
業
は
感
染
防
止
対
策

の
う
え
で
実
施
を
重
ね
て
収
益
に
繋
げ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
建
築
士
登
録
業
務
、
国
等
の
補
助
事
業
・

会
長
等
か
ら
の
寄
附
な
ど
の
収
入
を
見
込
む
と
年

度
末
決
算
の
収
支
は
概
ね
均
衡
す
る
見
通
し
で
す
。

︵
２
︶
一
月
一
四
日
か
ら
二
月
七
日
ま
で
の
緊
急

事
態
宣
言
を
受
け
、
期
間
中
の
本
会
活
動
対
策
一

覧
を
会
報
誌
・
Ｈ
Ｐ
等
で
広
報
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
大
阪
の
住
ま
い
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
依

頼
で
市
町
村
が
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
講
師
・
相

談
員
の
派
遣
に
協
力
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
府
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
診
断
・

除
却
・
新
設
の
補
助
制
度
に
よ
る
診
断
業
務
に
本

会
も
協
力
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
５
︶
大
阪
市
の
密
集
市
街
地
の
住
宅
を
対
象
に
、

建
替
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
建
築
士
を
派
遣
す
る

制
度
に
協
力
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
６
︶
藤
井
寺
市
と
空
家
対
策
、
災
害
時
の
応
急

危
険
度
判
定
や
避
難
所
で
の
相
談
、
住
宅
の
耐
震

化
等
に
係
わ
る
連
携
に
つ
い
て
、
協
定
書
を
締
結

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
７
︶
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
領
事
館
か
ら
自
国
公
務

員
の
た
め
の
一
〇
月
中
の
一
〇
日
間
の
技
術
研
修

を
受
託
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
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